
• 看護技術について部署ごとにローカルルールがあったり、教育担当者によって
教え方が違ったりしていたので、その標準化のため

上越地域医療センター病院（新潟県） 197床

• ルールや教え方が統一され、技術指導にかかる時間が削減！

• ビジュアルナーシングメソッドの確認が習慣化し、ヒヤリハットが減少！

• 教え方を統一するために新人だけでなく、プリセプターも指導時にはビジュアル
ナーシングメソッドの内容を確認

• ヒヤリハットが発生した際、看護部を中心に該当技術の手順書・動画を再確認
するよう周知

• ガイドラインなどの変更により更新されたテーマを中心に、年間3テーマ以上
は自己研鑽として確認するよう看護部内で周知

看護技術指導の標準化により、ヒヤリハットが減少！
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